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12)( 2  atattf とおき、 0)( tf が、非負実数解を持つ条件を考えればよい。 

i) 01)0( ≦ af のとき 

少なくとも 1つの非負実数解を持つ。 10 ≦a  ──① 

ii) 01)0(  af のとき 軸 0
4


a
であるから 

 088)1(8 22 ≧ aaaaD  aa ≦≦ 224,224   

2≦a より 2241  ≦a  ──② 

①、②より 2240  ≦a  ……(答) 
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xaax 22)12(   整理すると 0)1()2(4 222  axax  ──③ 

    )88()1(4)2()1(4)2()1(16)2( 222224  aaaaaaaaaD  

2240  ≦a のとき、 0≧D であり、③は重解を含む 2つの実数解を持つ。 

2224 ≦a のとき、 0D であり、③は虚数解を持つ。 
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22240  ≦a のとき、
8

)2( 2a
は単調減少であるから 2

2

3

2

)21(

8

)222(

8

)2( 222







 ≧≧
a

  

等号は 224 a のとき成立。 

 

2224 ≦a のとき  , は共役な複素数であり、   である。 

  であるから  
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 解と係数の関係より 
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22241 ≦a のとき 
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以上により、  の最小値は 2
2

3
  ……(答) 

 

 

※(2)は、  の式を aで微分しようとすると、泥沼にはまる。 
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